
- 1 -

【学力向上フロンティアスクール用中間報告書様式 （小学校用）】
都道府県名 福 岡 県

Ⅰ 学校の概要（平成１５年４月現在）

学校名 柳川市立昭代第一小学校

学 年 １年 ２年 ３年 ４年 ５年 ６年 特殊学級 計 教員数

学級数 ２ ２ ２ ２ ２ ２ ０ １２
１７

児童数 ６３ ５２ ６０ ６７ ５５ ７２ ０ ３６９

Ⅱ 研究の概要
１，研究主題

「基礎・基本を身に付けた子どもを育てる学習指導」
～評価を位置付けた指導法の工夫を通して～

２，研究内容と方法
（１）実施学年・教科

※ 学力向上フロンティア事業においては、どの教科においても行うべきという考えのもと、
４教科を設定した。
・１，２年生 算数、国語
低学年から基礎・基本を最も定着させておかなければならない教科であるため。

・３，４年生 国語、社会、理科
「国語」児童の発達段階において言語活動に差が出やすい教科のため。
「社会 「理科」は中学年より取り入れられる教科でもあるため。」

・５，６年生 国語、理科
「国語」児童に対する実態調査の結果から必要だと感じたため 。。
「理科」実施学年・教科の枠を広げるため 。。

（２）年次ごとの計画

「基礎・基本を身に付けた子どもを育てる学習指導」
平 ～わかる・できる・楽しい授業づくりを通して～
成 ○ 学力向上フロンティアスクールとして指導と評価の一体化

・評価の位置付けと指導方法・指導体制の工夫15
年 ・日常的指導の在り方と評価を生かす指導の改善
度

平 「基礎・基本を身に付けた子どもを育てる学習指導」
成 ～わかる・できる・楽しい授業づくりを通して～

○発展的な学習や補充的な学習・個に応じた指導のための指導計画作成16
年 ○個に応じた指導のための指導方法・指導体制の充実
度 ○児童の学力の評価を生かした指導の充実

※ 平成１５年度からの新規校については、平成１５、１６年度の計画について記入すること
（３）研究推進体制

・授業研究
校 推 全 各 ・国語部 授業研究部 ・指導方法、指導形態の研究
長 進 体 種 ・社会部
・ 委 研 委 ・算数部 調査・環境部 ・集計、分析
教 員 修 員 ・理科部 ・学習の環境整備
頭 会 会 会 評価研究部 ・児童の実態把握

・評価基準の工夫改善
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Ⅲ 平成１５年度の研究の成果及び今後の課題
１、研究の成果

○評価基準に対するＢ基準の子どもの姿を明確にすることで評価と指導の一体化を図ることが
できるとともに基礎・基本が明確になってきた。

○形成的評価、総括的評価から補充的・発展的な学習を位置付けたことは、子ども一人一人の
、 。実現状況を見て取ることができるようになるとともに 個に応じた指導の充実につながった

○指導形態の工夫や教材の工夫など、その状況に応じた実践ができるようになってきた。
○個に応じた指導の時間や活動の時間が長くなってきた。
○子どもの人数が多いことを理由にできないと言うことを言わなくった。

２，今後の課題

○単元の内容に対する教材研究や補充的・発展的な学習における個に応じた教材開発。
○単元構成を作るときの教師側の構え。はじめから補充的な学習ありきではなく、これだけ頑
張ってしたけれど、評価の結果から補充しなければならないときの指導のあり方。つまり、
単元計画をする段階では、全員が発展的な学習へ進むことを前提として計画。

○日常の授業に活かすことが大切。週案に主眼を書かせていたが、Ｂ基準の子どもの姿を明記
させ、その時間の基礎・基本を意識させると共に、個に応じた指導の充実。

。 、○指導法工夫改善員がいてできるのは当たり前である 日々の授業の中で個に応じるためには
一人でできることも大切なことである。複式的な学習や２つの教室に分けてする学習など、
状況に応じて指導方法を工夫。

Ⅳ 学力等把握のための学校としての取組

○日常的に評価を行うように形成的評価を各時間にＢ基準の子どもの姿で位置付けている。
○補助簿や座席表を活用して評価を累積している 、。
○業者テストの各単元結果考察、その後における個に応じた指導（補充的・発展的な学習 。）
○年度末における学力検査実施、分析を行う。
○全職員による校内実践交流会（６月・８月・１０月・１２月・２月）

Ⅴ フロンティアスクールとしての研究成果の普及

○実践交流会を開き 管内の小学校 市内の小学校全教諭の参加を招き 授業公開・分科会 交、 、 、 （
流会）及び研究のまとめの冊子配付を行った。

○保護者への啓発を図るため、ＰＴＡの会合の折りに説明を行った。
○小教研（算数部）において、本校の研究内容や方向性、意義、価値を説明し地域に少しでも
広めるよう努めた。

◇ 次の項目ごとに、該当する箇所をチェックすること （複数チェック可）。
【新規校・継続校】 □１５年度からの新規校 □１４年度からの継続校
【学校規模】 □６学級以下 □７～１２学級

□１３～１８学級 □１９～２４学級
□２５学級以上

【指導体制】 □少人数指導 □Ｔ・Ｔによる指導
□一部教科担任制 □その他

【研究教科】 □国語 □社会 □算数 □理科
□生活 □音楽 □図画工作 □家庭
□体育 □その他

【指導方法の工夫改善に関わる加配の有無】 □有 □無
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